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議会議会だだよよりり
発行／福岡県遠賀町議会発行／福岡県遠賀町議会

お ん がお ん が ちょうちょう

　遠賀町や議会のことをもっと知っても
らうために遠賀中学校と遠賀南中学校
の生徒９人と引率の教諭２人が議会主
催のバスツアーに参加しました。
　最後に議場にて議員や、おんがっぴ
ーと記念撮影。皆さん満面の笑顔で満
足した様子でした。

若者と議会の懇談会
令和８年１月６日（火）

詳細は12ページ（裏表紙）へ

令和８年度予算可決         ・・・２
こんな質疑がありました  ・・・３
1 月臨時会など                 ・・・５
一般質問、傍聴者の声    ・・・７
活動報告など                    ・・・11
若者と議会の懇談会など ・・・12

【３月定例会】
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万
円

（
令
和
７
年
度
補
正
予
算
含
む
）

（
仮
称
）
遠
賀
町
花
火
大
会
を　

（
仮
称
）
遠
賀
町
花
火
大
会
を　

　
　
　
　

秋
に
実
施
し
ま
す
！

　
　
　
　

秋
に
実
施
し
ま
す
！

駅
南
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
を

駅
南
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
を

　
　
　
　
　
　

整
備
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

整
備
し
ま
す
！

令
和
８
年
度
に
限
り
帯
状
疱
疹

令
和
８
年
度
に
限
り
帯
状
疱
疹

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
！

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
！

　

令
和
６
年
度
ま
で
で
中
止
と

な
っ
て
い
た
遠
賀
町
夏
ま
つ
り

に
代
わ
る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
花
火
大
会
を
実
施
し
ま

す
。

　

開
催
時
期
は
猛
暑
を
考
慮
し

て
秋
に
変
更
し
、
打
ち
上
げ
場

所
は
、
遠
賀
南
中
学
校
前
の
農

地
の
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
今
後
実
行
委
員
会
で
協

議
し
て
決
定
し
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
駅
南
地
区
に
お
い

て
、
道
路
や
水
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
を
整
備
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
定
期
予
防

接
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
前

倒
し
で
希
望
す
る
65
歳
以
上
の

人
に
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

夜空を彩る過去の花火大会

駅南地区の防災水路を整備中

遠賀町の未来を創る新年度遠賀町の未来を創る新年度 予算予算約約9977億億円円！！
開発などにぎわう町へ

予算約97億円！

一般会計・下水道事業会計・特別会計の前年度との予算比較一般会計・下水道事業会計・特別会計の前年度との予算比較
（万円未満四捨五入）

会 計 名 令和 8 年度
（当初予算）

令和 7 年度
（当初予算）

一般会計     ９６億８２０７万円  １０７億６３２７万円

下水道事業
（収益的） 　　６億４３７１万円 　    ６億４９４８万円

（資本的） 　 　8億８５０２万円 　    7億９５３０万円

特
別
会
計

  国民健康保険事業 　 ２1億２７５４万円     ２２億２７１１万円

  遠賀霊園事業 　    １億５９４４万円 　   １億４７３２万円

  土地取得 　　　 　３６７万円 　　　  　３１７万円

  後期高齢者医療 　   5億３５７９万円 　   ４億７８５０万円

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

3 月 3 日から 24 日までの
22 日間開催されました。

定例会定例会定例会33月月
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３
８
２
３
万
円

４
０
０
０
万
円

２
４
４
０
万
円

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

　
　
　
　
　
　

実
現
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

実
現
し
ま
す
！

水
害
に
備
え
て
遠
隔
操
作

水
害
に
備
え
て
遠
隔
操
作

　

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
！

　

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
！

町
内
中
小
企
業
者
の

町
内
中
小
企
業
者
の

　
　

賃
上
げ
を
支
援
し
ま
す
！

　
　

賃
上
げ
を
支
援
し
ま
す
！

　

子
育
て
支
援
と
し
て
国
の
小

学
校
給
食
費
補
助
に
合
わ
せ
、

町
内
中
学
校
に
通
う
生
徒
の
給

食
費
を
全
額
補
助
す
る
と
と
も

に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
不
登
校
、

町
外
へ
の
就
学
な
ど
で
補
助
を

受
け
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
も
給
食
費
相

当
額
を
補
助
し
ま
す
。

　

作
業
職
員
の
安
全
確
保
と
効

率
化
を
図
る
た
め
、
大
雨
時
な

ど
に
お
け
る
水
利
施
設
の
開
閉

作
業
を
、
遠
隔
操
作
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

　

町
内
の
中
小
企
業
者
・
小
規

模
企
業
者
の
賃
上
げ
を
後
押
し

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
７

年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
12

月
31
日
ま
で
に
、
従
業
員
の
賃

金
を
１
・
５
％
以
上
引
き
上
げ

た
場
合
に
従
業
員
１
人
当
た
り

１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

みんなの楽しみな給食

遠隔操作システムのイメージ図

おんがみらいテラスから見た駅北側商店街

遠賀町の未来を創る新年度遠賀町の未来を創る新年度遠賀町の未来を創る新年度
福祉の充実、若い人の定住促進、駅南

こんな質疑がこんな質疑が
　　　ありました　　　ありました

町長施政方針
教育施策要綱

A

AAA

Q

QQQ

駅
北
側
の
整
備
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
計
画
は
あ
る
か
。

用
悪
水
路
は
全
地
区
で
ど

れ
く
ら
い
あ
る
か
。

学
力
の
二
極
化
に
つ
い
て
、

そ
の
対
策
を
尋
ね
る
。

い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
件
に
関
し
て
、
先
生

た
ち
に
負
担
が
か
か
っ
て

駅
北
側
の
行
政
と
し
て
の

開
発
は
一
旦
終
わ
っ
て
い

全
長
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
６
８
０
０
ｍ
要
望
が

な
か
な
か
点
数
が
高
ま
ら

な
か
っ
た
児
童
・
生
徒
に

先
生
た
ち
が
、
特
段
何
か

難
し
い
教
材
づ
く
り
を
す

る
。
旧
３
号
線
の
北
側
は
、
民

地
の
た
め
、
町
と
し
て
ど
こ
が

協
力
で
き
る
の
か
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

あ
る
。

対
し
て
は
、
ど
こ
に
課
題
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
す
れ

ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
を
具
体

的
に
分
析
し
な
が
ら
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
少

人
数
学
習
を
学
年
全
体
で
進
め

る
な
ど
の
具
体
的
な
こ
と
を
行

っ
て
い
る
。
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A

A

A

A

AA

A

A Q

Q

QQ

Q

QQ

Q
令
和
６
年
度
よ
り
、
い
じ

め
の
認
知
件
数
が
大
幅
に

西
鉄
バ
ス
へ
の
補
填
は
い

つ
ま
で
す
る
の
か
。

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

は
基
本
構
想
２
８
０
０
万

補
聴
器
の
購
入
補
助
金
を

令
和
７
年
度
は
何
人
利
用

教
職
員
の
休
日
出
勤
や
業

務
の
自
宅
へ
の
持
ち
帰
り

増
え
て
い
る
が
、
原
因
を
解
析

し
た
の
か
。
ま
た
、
未
解
消
７

件
の
現
状
を
尋
ね
る
。

　

ま
た
、
沿
線
自
治
体
と
の
話

し
合
い
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

円
、
実
施
設
計
２
９
２
０
万
円

だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
か
か
る
の
か
。

し
た
の
か
。
ま
た
、
平
均
購
入

額
は
い
く
ら
か
。

に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

軽
微
な
も
の
で
あ
っ
て
も

毎
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
含

直
方
〜
鞍
手
〜
遠
賀
線
は

重
要
な
路
線
で
あ
り
、
西

基
本
構
想
と
基
本
計
画
を

合
わ
せ
２
カ
年
で
策
定
を

令
和
７
年
度
は
20
人
程
度

の
申
請
が
あ
り
、
補
助
金

休
日
出
勤
に
関
し
て
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
学
校

め
て
担
任
教
師
に
相
談
に
来
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
数
が
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
未
解
消
７
件

に
つ
い
て
は
経
過
観
察
中
で
あ

る
が
、
報
告
の
段
階
で
は
改
善

が
図
ら
れ
て
い
る
と
把
握
し
て

い
る
。

鉄
バ
ス
、
鞍
手
町
、
直
方
市
、

本
町
の
４
者
で
議
論
し
て
い
る
。

今
後
も
協
議
し
な
が
ら
、
補
填

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

行
う
。
全
体
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
こ
と
や
緑
の
広
場
は
人
工

芝
な
ど
の
整
備
を
行
う
た
め
、

こ
の
金
額
を
計
上
し
て
い
る
。

を
支
給
し
て
い
る
。
平
均
購
入

額
は
補
助
金
が
1
人
あ
た
り

３
万
円
な
の
で
、
３
万
円
以
上

の
物
を
購
入
さ
れ
て
い
る
。

長
の
許
可
の
も
と
、
勤
務
す
る

場
合
が
あ
る
こ
と
は
報
告
を
受

け
て
い
る
。
持
ち
帰
り
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
に
把
握
し
て
い

な
い
。

こんな質疑がこんな質疑が
　　　ありました　　　ありました

事業実施計画
一般会計予算

遠賀川駅と直方駅を結ぶ西鉄バス

リニューアル計画がある遠賀総合運動公園

公園の地区管理が今後の課題

公
園
の
維
持
管
理
に
お
い

て
地
区
管
理
分
は
高
齢
化

の
た
め
難
し
く
な
る
。
今
後
の

対
応
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

昨
年
の
区
長
会
で
も
意
見

が
あ
り
、
各
区
長
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
、
今
は

何
と
か
管
理
で
き
て
い
る
状
況

だ
。
し
か
し
、
今
後
は
厳
し
く

な
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
公
園

の
集
約
や
廃
止
な
ど
の
検
討
を

し
て
い
く
。

地
域
猫
対
策
は
進
ん
で
い

る
の
か
。
野
良
猫
は
増
え

て
い
る
よ
う
だ
が
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動   

　
（
捕
獲
・
不
妊
手
術
・
元
の
場

所
に
戻
す
）
な
ど
を
推
進
す
べ

き
と
思
う
が
。

各
地
区
か
ら
の
相
談
な
ど

も
あ
っ
て
お
り
、
地
域
猫

活
動
の
推
進
を
行
う
形
で
野
良

猫
の
削
減
に
努
め
る
と
い
う
方

針
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。

農
作
物
の
有
害
鳥
獣
駆
除

委
託
料
は
関
係
団
体
と
協

議
し
、
物
価
高
騰
も
踏
ま
え
た

増
額
な
の
か
。
サ
ル
の
出
没
も

増
え
有
害
鳥
獣
の
被
害
増
加
が

見
込
ま
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

委
託
料
は
猟
友
会
と
相
談

し
、
物
価
高
騰
や
人
件
費

増
額
も
踏
ま
え
決
め
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
は
年
に

よ
り
波
が
あ
る
が
、
今
年
は
サ

ル
の
出
没
が
増
え
て
い
る
。
安

全
が
第
一
な
の
で
、
学
校
や
地

域
に
素
早
く
周
知
す
る
。
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討

論

　

本
予
算
は
、
商
工
会
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
、
重
度

障
害
者
医
療
制
度
所
得
制
限
の

撤
廃
、
学
校
給
食
無
償
化
な
ど

住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
施
策
が
多
々
あ
る
。

　

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
、
タ
バ
コ
増
税
、
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
、
国
保
税
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
引
き
上
げ
、

同
和
対
策
、
み
ら
い
テ
ラ
ス
で

の
自
衛
隊
と
の
交
流
、
自
衛
隊

へ
の
名
簿
提
供
な
ど
11
の
理
由

に
よ
り
反
対
す
る
。

令
和
８
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計
予
算

令
和
８
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計
予
算

反
対
討
論
（
田
代
議
員
）

反
対
討
論
（
田
代
議
員
）

　

中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業

者
向
け
賃
上
げ
補
助
金
な
ど
数

多
く
の
物
価
高
騰
対
策
が
計
上

さ
れ
、
全
て
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
土
木
費
で
は
山
手
線

の
切
替
事
業
な
ど
、
国
庫
補
助

金
や
有
利
な
起
債
の
活
用
が
行

わ
れ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
、

全
体
と
し
て
財
政
調
整
基
金
の

賛
成
討
論
（
二
村
議
員
）

賛
成
討
論
（
二
村
議
員
）

人
事
案
件

監
査
委
員
の
選
任

　
　
　
　
（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

門
司　

賢
治　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
尾
崎
区
）

●
任
期

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
（
全
員
一
致
適
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
村　

朗　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
遠
賀
川
区
）

　

豊
沢　

清
次　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
鬼
津
区
）

●
任
期

　

令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

　

令
和
11
年
６
月
30
日
ま
で

繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と
の
な
い

予
算
編
成
に
な
っ
て
お
り
、
本

議
案
可
決
後
に
は
速
や
か
に
予

算
の
執
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
賛
成
と
す
る
。

委
員
会
提
出
の
議
案

遠
賀
町
議
会
傍
聴
規
則
も

　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

遠
賀
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
全
員
一
致
可
決
）

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
お

け
る
標
準
規
則
の
改
正
に
伴
う

も
の
で
す
。
災
害
時
な
ど
そ
の

他
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
は
、

議
長
の
判
断
で
会
議
時
間
を
変

更
で
き
る
規
定
が
新
設
さ
れ
、

時
代
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
運
用

と
、
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

（
令
和
８
年
４
月
１
日
施
行
）

臨臨    

時時    

会会

臨  

時  

会

月月11
１
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

令和 7 年度

１２１２
億
７
４
２
１
万
円

億
７
４
２
１
万
円  

増
額
増
額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
９
回
目
の
補
正
予
算
は
、

12
億
７
４
２
１
万
円
を
増
額
し
、

予
算
規
模
は
１
２
８
億
９
９
１

１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
も
の
】

子
育
て
支
援
の
た
め

子
育
て
支
援
の
た
め

２
万
円
の
応
援
手
当
を
支
給
！

２
万
円
の
応
援
手
当
を
支
給
！

６
２
０
５
万
円

　

物
価
高
の
影
響
を
受
け
て
い

る
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
、
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
す
る
世
帯
に
、
１
人
当
た

り
２
万
円
の
物
価
高
対
応
子
育

て
応
援
手
当
を
３
月
初
旬
か
ら

支
給
し
て
い
ま
す
。

議席番号 １２３４５６７８９101112 13
仲
摩
野
口
田
代
松
本
立
石
萩
尾
濵
田
松
尾
二
村
舛
添
仲
野
中
野
織
田

遠賀町一般職職員の給与に関する条例の一部改正について ○○▲○○○○○○○○○

（
議
長
）

令和７年度遠賀町一般会計補正予算（第９号） ○○○○○○○○○○○○

令和７年度遠賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○○○○

令和７年度遠賀霊園事業特別会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○○○○

令和７年度遠賀町下水道事業会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○○○○

議員名
議案名

１月臨時会　議決結果一覧表　（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）

　

本
町
の
会
議
規
則
の
改
正
と

併
せ
て
、
傍
聴
規
則
も
一
部
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
変
更
点

は
、
撮
影
・
録
音
機
能
付
き
機

器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
）
の
持
ち
込

み
禁
止
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
た
だ
し
、
使
用
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
傍
聴
人
名

簿
へ
の
年
齢
記
入
が
不
要
と
な

り
ま
し
た
。
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議席番号 １２３４５６７８９10 11 12 13

仲
摩
野
口
田
代
松
本
立
石
萩
尾
濵
田
松
尾
二
村
舛
添
仲
野
中
野
織
田

専決処分の承認を求めることについて
「（専決第１号）令和７年度遠賀町一般会計補正予算（第１０号）」 ○○○○○○○○○○○○

（
議
長
）

遠賀町監査委員の選任について ○○○○○○○○○○○○

人権擁護委員の推薦について ○○○○○○○○○○○○

駅南地区防災水路改築工事に伴う令和６年度実施協定の変更について 欠○○○○○○○○欠○○

駅南地区回遊路整備工事（その２）に伴う令和７年度実施協定の変更について 欠○○○○○○○○欠○○

令和８年度鹿児島本線遠賀川・海老津間千代丸踏切道拡幅工事に伴う実施協定の締結について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町都市計画マスタープラン［改定版］の策定について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町行政手続条例の一部改正について 欠○▲○○○○○○欠○○

遠賀町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町附属機関の設置に関する条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例の廃止について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町企業版ふるさと納税基金条例の制定について 欠○▲○○○○○○欠○○

遠賀町住宅新築資金等貸付事業基金の設置、管理及び処分に関する条例の廃止について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町教育施設利用条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町農業集落排水施設改修基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 欠○▲○○○○○○欠○○

遠賀町重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町国民健康保険税条例の一部改正について 欠○▲○○○○○○欠○○

令和７年度遠賀町一般会計補正予算（第１１号） 欠○▲○○○○○○欠○○

令和７年度遠賀町国民健康保険事業特別会計補正予算 ( 第３号 ) 欠○○○○○○○○欠○○

令和７年度遠賀霊園事業特別会計補正予算 ( 第３号 ) 欠○○○○○○○○欠○○

令和７年度遠賀町土地取得特別会計補正予算 ( 第１号 ) 欠○○○○○○○○欠○○

令和７年度遠賀町後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第２号 ) 欠○○○○○○○○欠○○

令和７年度遠賀町下水道事業会計補正予算 ( 第３号 ) 欠○○○○○○○○欠○○

令和８年度遠賀町一般会計予算 欠○▲○○○○○○欠○○

令和８年度遠賀町国民健康保険事業特別会計予算 欠○▲○○○○○○欠○○

令和８年度遠賀霊園事業特別会計予算 欠○○○○○○○○欠○○

令和８年度遠賀町土地取得特別会計予算 欠○○○○○○○○欠○○

令和８年度遠賀町後期高齢者医療特別会計予算 欠○▲○○○○○○欠○○

令和８年度遠賀町下水道事業会計予算 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町議会委員会条例の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

遠賀町議会会議規則の一部改正について 欠○○○○○○○○欠○○

議員名議案名

３月定例会議決結果一覧表　（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）
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町 政 を 問 う 一 般 質 問町 政 を 問 う 一 般 質 問町 政 を 問 う 一 般 質 問
　【３月６日に３人の議員が一般質問を行いました。】
　　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などを
　尋ねたり、町への提言を行ったりすることです。

ページ 質問議員 質　問　事　項

8 野口 久美子
　◎身寄りのない高齢者の見守りや死後事務について
　◎今後の自治会のあり方について

9 二村　 誠司 　◎中学生の自転車通学の拡充と駐輪場の整備状況について

10 田代　 順二

　◎物価高対策について
　◎高齢者世帯エアコン購入費等補助事業について
　◎障害者雇用率について
　○乳児等通園支援事業について
　○国民健康保険税の減免について

一般質問の議事録は、
遠賀町ホームページで公開します。

◎：記事掲載あり
○：記事掲載なし

議事録検索はこちら

最新の議事録掲載には
時間がかかりますので、ご了承ください。

傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声

　

3
月
定
例
会
に
は
、
延
べ
25

人
が
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。

今
後
の
自
治
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
と
て
も
関
心
が
あ

り
ま
し
た
。
加
入
率
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
報
告
さ
れ
た
の
は

各
区
へ
の
加
入
率
で
、
隣
組
へ

の
加
入
率
の
減
少
も
把
握
し
て

ほ
し
い
。
根
本
的
に
自
治
会
の

あ
り
方
を
変
え
る
時
期
か
も
し

れ
な
い
。
よ
り
良
い
自
治
会
運

営
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
い

わ
ゆ
る
「
独
居
」
と
な
っ
て
い

る
人
が
周
囲
に
増
え
て
お
り
、

明
日
は
わ
が
身
と
考
え
て
い
る
。

元
気
な
時
は
町
に
税
金
を
納
め
、

町
に
貢
献
し
て
い
る
。
高
齢
者

が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
考
慮
し
て
も
ら

い
た
い
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め

る
遠
賀
町
に
な
る
た
め
の
政
策

を
し
っ
か
り
と
考
え
て
ほ
し
い
。

自
治
会
の
加
入
に
対
し
て
若
い

人
は
価
値
観
が
違
う
し
、
無
理

に
加
入
は
難
し
い
と
思
う
。
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か

を
し
っ
か
り
発
信
し
て
ほ
し
い
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の

入
退
院
サ
ポ
ー
ト
、
財
産
管
理
、

金
銭
管
理
は
切
実
で
す
。
高
齢

者
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
大
切

な
の
で
、
誰
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
チ
ラ
シ

な
ど
を
作
っ
て
安
心
さ
せ
て
ほ

し
い
。中

学
生
の
自
転
車
通
学
に

つ
い
て
、
昔
の
ま
ま
、
２
㎞
以

内
は
ダ
メ
と
、
酷
暑
の
な
か
で

酷
で
す
。
涼
し
い
と
こ
ろ
を
選

べ
る
大
人
が
気
付
い
て
あ
げ
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
何
よ
り

自
転
車
で
安
全
に
通
学
で
き
る

道
が
一
部
に
限
ら
れ
る
。
県
道

に
も
自
転
車
ロ
ー
ド
を
整
備
し
、

事
故
が
な
く
な
る
こ
と
を
心
か

ら
願
い
ま
す
。
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町政を問う一般質問

自
治
会
の
加
入
率
の

動
向
に
つ
い
て

老
後
安
心
の
終
身

サ
ポ
ー
ト
事
業
と
は

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町　

長

町　

長

町　

長

歳を重ねるごとに不安な 1 人暮らし

自治会活動のあり方が、
今岐路に立っているのでは

役員や運営の担い手不足など
重要な課題だと認識している

自
治
会
加
入
率
の
推

移
は
。

世
帯
数
を
分
母
と

し
て
算
出
し
た
率
で
は
令
和

５
年
度
81
％
、
令
和
６
年
度

82
・
１
％
だ
。

転
入
者
に
対
し
て
自

治
会
加
入
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
外
国
人
へ
の
対
応
は
。

転
入
手
続
き
の
際
に

　
「
自
治
会
に
入
ろ
う
よ
」
と

い
う
啓
発
チ
ラ
シ
を
町
と
自

治
区
長
会
の
連
名
で
配
布
し

て
い
る
。
外
国
人
転
入
者
に

は
、
自
治
会
加
入
に
つ
い
て

特
段
の
説
明
は
し
て
い
な
い
。

外
国
人
や
町
営
住
宅

入
居
者
の
自
治
会
加
入
状
況

は
。

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

把
握
し
て
な
い
。

自
治
会
の
あ
り
方
は

今
活
動
が
岐
路
に
立
っ
て
い

る
が
、
も
っ
と
工
夫
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

役
員
や
運
営
の
担
い

手
不
足
、
近
所
付
き
合
い
の

希
薄
化
な
ど
重
要
な
課
題
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

川
崎
市
は
川
崎
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
、

川
崎
市
未
来
あ
ん
し
ん
サ
ポ

ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
支
援
の
内
容
は
、

厚
生
労
働
省
社
会
保

障
審
議
会
に
お
い
て
、
身
寄

り
の
な
い
高
齢
者
の
対
応
と

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

援
助
事
業
を
拡
充
・
発
展
さ

せ
、
死
後
事
務
支
援
な
ど
を

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
実

施
で
き
る
よ
う
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
。
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

１
人
暮
ら
し
の
75
歳

以
上
は
何
人
い
る
か
。

令
和
７
年
12
月
時

点
の
75
歳
以
上
の
１
人
暮
ら

し
は
、
１
２
５
５
人
だ
。

身
寄
り
の
な
い
１
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
、
入
院

金
銭
管
理
、
重
要
書
類
預
か

り
、
病
院
や
施
設
入
所
の
手

続
き
、
葬
儀
、
家
財
処
分
の

手
続
き
な
ど
を
有
償
で
行
っ

て
い
る
。
老
後
の
安
心
の
た

め
、
本
町
も
実
施
に
向
け
て

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

身
寄
り
が
な
い
た

め
入
院
で
き
な
い
と
い
っ
た

相
談
は
な
く
、
過
去
に
対
応

を
行
っ
た
記
録
も
な
い
。

１
０
０
０
人
以
上
の

人
が
１
人
で
生
活
し
て
い
る
。

実
態
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
調
査
す
る
考
え
は
な
い
か
。

実
態
を
把
握
す
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思

う
が
、
１
０
０
０
人
以
上
の

方
の
調
査
は
、
今
す
ぐ
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

治
療
が
必
要
に
な
っ
た
時
、

町
の
支
援
は
。

のぐち　　くみこ

野口　久美子

自
治
会
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
り
、
会
議
の
回

数
を
減
ら
し
た
り
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
活
動
支
援
に
つ
い

て
、
区
長
会
と
の
連
携
を
図

っ
て
い
る
。
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町政を問う一般質問

自
転
車
通
学
の
現
状

に
つ
い
て

自
転
車
通
学
の
拡
充

に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

自転車駐輪場（遠賀中学校）

酷暑対策の観点から自転車
通学を拡充する考えは

ＰＴＡや関係機関とも協議し、
具体的に検討を進めていきたいふたむら　せいじ

二村　誠司

各
中
学
校
の
生
徒
数
、

自
転
車
通
学
生
徒
数
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

遠
賀
中
学
校
は
全
校

生
徒
４
０
９
人
、
自
転
車
通

学
許
可
生
徒
数
１
７
５
人
、

遠
賀
南
中
学
校
は
全
校
生
徒

１
１
４
人
、
自
転
車
通
学
許

可
生
徒
数
50
人
で
あ
る
。

各
中
学
校
の
自
転
車

通
学
基
準
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

遠
賀
中
学
校
の
場
合

は
、
学
校
を
起
点
と
し
て
お

お
よ
そ
半
径
２
㎞
以
上
、
遠

賀
南
中
学
校
の
場
合
は
、
学

校
か
ら
の
距
離
が
お
お
よ
そ

２
㎞
以
上
の
地
域
で
、
学
校

が
定
め
る
自
転
車
通
学
区
域

に
該
当
す
る
生
徒
と
な
っ
て

い
る
。

新
た
に
で
き
る
駅
み

な
み
地
区
は
、
自
転
車
通
学

区
域
に
入
る
の
か
。

遠
賀
南
中
学
校
の
駅

み
な
み
の
地
域
は
、
通
学
範

囲
に
入
る
と
考
え
て
い
る
。

直
近
３
年
間
で
の
登

下
校
時
の
不
審
者
情
報
件
数

と
内
容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

令
和
５
年
度
が
４
件
、

６
年
度
が
４
件
、
７
年
度
１

月
末
現
在
で
１
件
と
な
っ
て

い
る
。
内
容
は
、
徒
歩
で
登

校
中
に
後
ろ
か
ら
つ
い
て
き

た
事
案
、
乗
用
車
か
ら
の
声

掛
け
事
案
が
あ
っ
た
。

酷
暑
対
策
・
防
犯
対

策
の
観
点
か
ら
全
て
の
生
徒

に
自
転
車
通
学
を
許
可
す
る

考
え
は
な
い
か
尋
ね
る
。

全
て
の
生
徒
に
自
転

車
通
学
を
許
可
す
る
と
、
朝

夕
の
交
通
量
の
多
い
時
間
帯

に
自
転
車
の
通
行
が
増
え
る

た
め
交
通
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

た
り
、
通
学
路
が
自
転
車
の

通
行
に
適
し
た
道
路
で
あ
る

か
を
判
断
し
た
り
な
ど
の
課

題
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

酷
暑
対
策
・
防
犯
対
策
の
観

点
か
ら
自
転
車
通
学
は
非
常

に
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

今
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関
係
機
関
と

も
協
議
し
、
自
転
車
通
学
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

各
中
学
校
の
駐
輪
場

の
収
容
台
数
は
何
台
と
な
っ

て
い
る
か
尋
ね
る
。

遠
賀
中
学
校
は
１
１

０
台
、
遠
賀
南
中
学
校
は
60

台
が
収
容
可
能
で
あ
る
。

駅
み
な
み
地
区
の
分

譲
開
始
に
よ
り
遠
賀
南
中
学

校
の
生
徒
数
も
増
加
が
予
想

さ
れ
る
。
各
中
学
校
の
駐
輪

場
の
増
設
や
改
修
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

両
中
学
校
と
も
増
設

は
難
し
い
が
、
例
え
ば
自
転

車
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し
て
効

率
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
な

整
備
を
行
う
な
ど
、
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
で
も
収
容
台
数

を
増
加
で
き
る
よ
う
な
改
修

方
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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町政を問う一般質問

物
価
高
対
策
、
水
道

料
金
な
ど
の
免
除
は

高
齢
者
世
帯
エ
ア
コ

ン
購
入
費
補
助
事
業

障
が
い
者
の
雇
用
を

進
め
て
い
く
べ
き

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

物価高対策として免除してほしい水道料金

水道料金または下水道使用
料を免除する考えはないか

節水意識低下の懸念や上下水道未
使用世帯への対応など課題もある たしろ　じゅんじ

田代　順二

水
道
料
金
ま
た
は
下

水
道
使
用
料
を
一
定
期
間
免

除
す
る
考
え
は
な
い
か
。

節
水
意
識
低
下
の
懸

念
や
上
下
水
道
の
未
使
用
世

帯
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
も

あ
る
。
下
水
道
事
業
は
、
電

気
料
金
や
維
持
管
理
費
が
高

騰
し
て
い
る
が
、
値
上
げ
し

な
い
対
応
で
支
援
し
て
い
る
。

商
品
券
を
交
付
す
る

場
合
、
共
通
券
を
増
や
す
考

え
は
な
い
か
。

町
民
の
生
活
支
援
と

地
域
経
済
を
循
環
さ
せ
、
厳

し
い
経
営
状
況
に
あ
る
中
小

事
業
者
へ
の
支
援
の
両
立
を

目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
個

人
店
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け

を
期
待
し
、
現
在
の
割
合
が

適
切
だ
と
考
え
る
。

生
活
保
護
受
給
世
帯

を
除
い
た
理
由
を
尋
ね
る
。

生
活
保
護
受
給
世
帯

の
エ
ア
コ
ン
購
入
は
、
毎
月

の
保
護
費
の
中
で
賄
う
こ
と

ま
た
、
生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
が
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら

対
象
外
と
し
て
い
る
。

芦
屋
町
、
八
女
市
は

対
象
に
挙
げ
て
い
る
。
生
活

保
護
の
人
が
借
金
し
て
払
う

の
は
厳
し
い
。
対
象
に
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
８
年
度
は
助
成

対
象
と
で
き
る
よ
う
に
、
検

討
は
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

住
民
税
非
課
税
世
帯

へ
夏
季
に
エ
ア
コ
ン
使
用
の

電
気
代
の
一
部
を
補
助
す
る

考
え
は
な
い
か
。

電
気
代
の
補
助
に
関

し
て
は
現
在
、
国
が
支
援
し

て
い
る
。
今
回
、
古
い
エ
ア

コ
ン
の
買
い
替
え
も
可
能
で

節
電
効
果
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
電
気
代
を
補
助
す
る

と
こ
ろ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

障
害
者
雇
用
率
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
法
定
雇
用
率

が
７
月
か
ら
３
％
に
設
定
さ

れ
る
が
、
見
通
し
を
尋
ね
る
。

令
和
７
年
度
法
定
雇

用
率
２
・
８
％
に
対
し
、
実

雇
用
率
は
１
・
52
％
だ
。
７

月
よ
り
３
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
町
は
実
施
す
る
義
務
が

あ
る
。
現
在
、
採
用
募
集
を

行
っ
て
い
る
が
厳
し
い
状
況

だ
。
雇
用
条
件
の
精
査
と
採

用
の
募
集
に
努
め
て
い
く
。

法
定
雇
用
率
に
達
し

て
い
な
い
の
が
、
県
内
60
市

町
村
の
う
ち
８
自
治
体
で
本

町
が
下
か
ら
２
番
目
だ
っ
た

が
、
大
刀
洗
町
が
達
成
し
た

の
で
最
下
位
に
な
っ
た
。
募

集
の
手
段
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

昨
年
末
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
募
集
を
行

っ
て
い
る
。
最
近
、
１
人
応

募
が
あ
り
、
効
果
を
図
り
な

が
ら
、
採
用
が
で
き
る
か
ど

う
か
審
査
に
入
っ
て
い
き
た

い
。
今
後
、
義
務
が
発
生
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
向
け

て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

総
務
課
長
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令
和
８
年
１
月
９
日
に
福
岡

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議

員
研
修
会
に
リ
モ
ー
ト
に
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

演
題
は
「
誰
の
た
め
の
議
会

か
」
講
師
は
前
会
津
若
松
市
議

会
議
員
の
目
黒
章
三
郎
氏
。

　

ま
ず
、
議
会
の
３
つ
の
役
割

で
あ
る
、
行
政
監
視
機
能
、
政

策
立
案
能
力
、
民
意
吸
収
機
能

を
軸
に
、
議
員
と
し
て
ど
う
成

長
し
て
い
く
か
と
い
う
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
住
民
福
祉
の
向

上
に
は
、
チ
ー
ム
議
会
と
し
て

の
仕
組
み
作
り
が
重
要
で
、
議

員
個
人
の
力
は
線
香
花
火
、
議

会
と
し
て
の
塊
の
力
は
打
ち
上

げ
花
火
で
あ
る
と
の
た
と
え
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

糧
に
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
資

す
る
議
会
運
営
を
実
現
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
村
議
会
議
員
研
修
会

町
村
議
会
議
員
研
修
会

    

基
地
周
辺
対
策

基
地
周
辺
対
策

        
        

特
別
委
員
会
視
察

特
別
委
員
会
視
察

　

基
地
周
辺
対
策
特
別
委
員
会

で
は
、
芦
屋
基
地
の
松
伐
採
に

伴
う
農
作
物
の
塩
害
や
騒
音
な

ど
に
つ
い
て
の
継
続
審
議
を
行

う
と
と
も
に
、
国
に
対
す
る
要

望
活
動
や
先
進
地
調
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
１
月
26
日
と
27
日

に
基
地
周
辺
対
策
の
視
察
の
た

め
、
委
員
会
を
代
表
し
て
委
員

長
ほ
か
４
人
が
、
石
川
県
の
航

空
自
衛
隊
小
松
基
地
と
小
松
市

役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

小
松
基
地
は
、
日
本
海
側
唯

一
の
戦
闘
機
部
隊
が
所
在
す
る

基
地
で
す
が
、
民
間
の
小
松
空

港
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
４
月
に
Ｆ-

35

が
配
備
さ
れ
、
市
内
に
は
芦
屋

基
地
周
辺
以
上
の
爆
音
が
響
い

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
海
風
な

ど
を
防
御
す
る
た
め
、
高
さ
約

５
ｍ
の
海
岸
堤
防
と
防
風
林
を

活

動

報

告

活

動

報

告

活

動

報

告

整
備
し
て
お
り
、
市
民
か
ら
塩

害
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

次
に
小
松
市
役
所
で
は
、
深

刻
な
騒
音
被
害
に
対
し
、
市
と

住
民
組
織
が
国
に
要
望
活
動
を

行
い
、
第
一
種
区
域
の
見
直
し

や
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
が
拡

大
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

防
衛
省
補
助
金
な
ど
が
ま
ち
づ

く
り
に
大
い
に
活
用
さ
れ
て
お

り
、
基
地
と
の
共
存
共
栄
・
理

解
促
進
も
重
要
で
あ
る
と
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

小
松
基
地
と
芦
屋
基
地
で
は

状
況
が
異
な
り
ま
す
が
、
多
く

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

救難隊員によるＵ-125Ａ捜索機の説明

次回の定例会は  次回の定例会は    66月月  ですです
詳しい日程は、5 月下旬に遠賀町ホームページ詳しい日程は、5 月下旬に遠賀町ホームページ
　　　　　　　　　　（https://www.town.onga.lg.jp（https://www.town.onga.lg.jp））でお知らせします。でお知らせします。

議会を傍聴してみませんか？

詳細はこちら

本会議の様子は、本会議の様子は、以下の場所で以下の場所でライブ中継を行います。ライブ中継を行います。
遠賀町役場・遠賀町役場・遠賀町中央公民館・遠賀町中央公民館・
　　　　ふれあいの里センター・　　　　ふれあいの里センター・おんがみらいテラスおんがみらいテラス
※遠賀町ホームページからも、視聴することができます。※遠賀町ホームページからも、視聴することができます。

本会議と委員会の様子を

どなたでも直接見聞きできます。

受付は午前 8 時 50 分からとなります。

定員は 30 人（先着順）です。

※委員会の定員は 5 人（先着順）

 
 

　
　
　
　
　
　

松
尾　

啓
太　

発行責任者発行責任者

　議　　長　織田　隆徳

議会広報常任委員会議会広報常任委員会

　委  員  長　松尾　啓太
　副委員長　立石　紘一郎
　委　　員　野口　久美子
　　　　　　田代　順二
　　　　　　松本　登
　　　　　　萩尾　修身

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
３
月

定
例
会
も
一
区
切
り
と
な
り
ま

し
た
。
３
月
定
例
会
で
は
、
新

年
度
に
向
け
た
大
切
な
予
算
に

つ
い
て
予
算
特
別
委
員
会
で
時

間
を
か
け
て
、
丁
寧
に
議
論
を

重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

暮
ら
し
に
寄
り
添
う
内
容
と

な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
意
見
を
交
わ
し
て
い
き
、

皆
さ
ん
の
声
が
し
っ
か
り
と
形

に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
日

々
の
暮
ら
し
が
少
し
で
も
良
く

な
る
。
そ
ん
な
町
を
目
指
し
て

引
き
続
き
歩
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
町
の
変
化

を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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議長より記念品を贈呈される濱之上喜郎さん

元町議会議長の元町議会議長の濱濱
は ま の う えは ま の う え

之上之上喜喜
よしろうよしろう

郎郎さんが　さんが　旭旭
きょくじつたんこうしょうきょくじつたんこうしょう

日単光章日単光章を受章されましたを受章されました元町議会議長の濱
は ま の う え

之上喜
よしろう

郎さんが　旭
きょくじつたんこうしょう

日単光章を受章されました

　元町議会議長の濱之上喜郎さんが、このたび旭日単
光章を受章され、本町においても、３月定例会の最終
日に議場にて、受章の報告と織田隆徳議長から記念品
の贈呈が行われました。
　濱之上喜郎さんは、初当選以来４期 16 年の永きに
わたり、議員活動を通して住民福祉の向上と地方自治
および教育・文化の発展に大きく寄与された功績によ
り、旭日単光章受章の栄誉に浴されました。
　今回の受章、心よりお喜び申し上げます。

　遠賀町内のバス視察後、庁舎内で町長表敬訪問、委員会室で模擬委員会、議場で委員長報告な
どを体験してもらうことで、議員の仕事の大切さを学ぶとともに、町の今と未来を考えてもらい
ました。中学生と懇談したことで、率直な意見や発想に触れ、議員も大きな刺激を受けました。

和やかな雰囲気のバス車内 町長表敬訪問後に笑顔で記念写真

模擬委員会ではテーマについて協議 委員長役の生徒には議員がサポート

消防団の格納庫を見学

若者と議会の懇談会若者と議会の懇談会（遠賀中学校５人、遠賀南中学校４人）（遠賀中学校５人、遠賀南中学校４人）若者と議会の懇談会（遠賀中学校５人、遠賀南中学校４人）

意見をとりまとめて議場で委員長報告

参加してくれた生徒の感想を一部紹介します！

「議会などは普段、身近なものでは
ないので新鮮で面白かったです」

「模擬委員会では、今までの生徒会で
培った能力を生かしながら取り組み、
とても良い経験になりました」

「未来の遠賀町がどのようになっているか
楽しみです。遠賀町のために、色々なこと
を考えてくださっていることを知ったの
で、私もボランティアに参加したり、普段
の生活の些細なことに気を配ったりして、
遠賀町に貢献できるように過ごしていき
たいです」

「駅南が思ったよりも開発が進んでいて、
これから病院や商業施設などができると
聞いてとてもワクワクしました」

「今まで関わりのなかった議会について
詳しい内容を知ることができました」


